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旧辰口町決算 （単位：万円） 

歳入 
101億 

7,179万円 

歳出 
91億 

8,820万円 

一般会計 
65億2,875

特別会計 
30億4,807

事業会計 
5億9,497

一般会計 
54億9,687

特別会計 
30億4,416

事業会計 
6億4,717

能美市決算 （単位：万円） 

歳入 
121億 

5,135万円 

歳出 
110億 
121万円 

一般会計 
71億0,360

特別会計 
44億1,381

事業会計 
6億3,394

一般会計 
59億1,680

特別会計 
42億5,411

事業会計 
8億3,030

※事業会計中、旧根上町の決算額が多いのは、根上総合病院の会計が含まれているため。 

　また旧辰口町の事業会計が旧寺井町の事業会計より1億円ほど多いのは、工業用水道事業会

　計が含まれているためである。 

 

※上記以外に、能美市土地開発公社等から、決算報告がありましたが、内容については省略する。 

2第4号　能美市議会だより 

定例会報告  
［第3回］ 

平成16年度の 
各会計決算を認定。 
　 ９ 月 の 定 例 会 で は 、 平 成 1 6 年 度 の 根 上 町 、 寺 井 町 、 辰 口 町  
（H16.4.1～H17.1.31）及び能美市（H17.2.1～H17.3.31）の決算報告が行
われた。なお、一般会計とは、市や町が通常行う業務に対して使われる会計で、
特別会計は国民健康保険や介護保険など使いみちが独立している会計、事業会計
は、水道事業や市立病院（根上総合病院）などの会計である。 

旧根上町決算 （単位：万円） 

歳入 
142億 

2,772万円 

歳出 
148億 

6,196万円 

一般会計 
77億8,072

特別会計 
36億1,426

事業会計 
28億3,274

一般会計 
79億5,223

特別会計 
39億5,808

事業会計 
29億5,165

旧寺井町決算 （単位：万円） 

歳入 
99億 

8,079万円 

歳出 
102億 

7,713万円 

一般会計 
58億9,443

特別会計 
36億4,475

事業会計 
4億4,161

一般会計 
56億8,312

特別会計 
40億2,542

事業会計 
5億6,859
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○平成17年度能美市一般会計補正予算（第２号）　　　　　　　　　　→　可決（賛成多数） 

　　22億６千600万円を追加し、予算総額を214億７千300万円とする。 

○平成17年度能美市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　　　　→　可決（全員賛成） 

　　２千899万円を追加し、予算総額を37億899万円とする。 

○平成17年度能美市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）　　　→　可決（全員賛成） 

　　500万円を追加し、予算総額を36億１千428万円とする。 

○平成17年度能美市介護保険特別会計補正予算（第１号）　　　　　　→　可決（賛成多数） 

○平成17年度能美市水道事業会計補正予算（第２号）　　　　　　　　→　可決（全員賛成） 

○能美市基金条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　　　　 →　可決（賛成多数） 

○能美市コミュニティ施設条例の一部を改正する条例　　　　　　　　｠→　可決（全員賛成） 

○能美市ふれあいプラザ条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　 →　可決（全員賛成） 

　　指定管理者に施設の管理を委託できる旨を定める条例の変更 

○能美市児童館条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　　　 →　可決（全員賛成） 

○能美市介護老人保健施設条例の一部を改正する条例　　　　　　　　 →　可決（賛成多数） 

○能美市健康と生きがいづくりセンター条例の一部を改正する条例　　 →　可決（全員賛成） 

○能美市老人福祉センター条例の一部を改正する条例　　　　　　　　 →　可決（全員賛成） 

○能美市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例　　　　　　 →　可決（賛成多数） 

○能美市働く婦人の家条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　 →　可決（全員賛成） 

○能美市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例　　　　 →　可決（賛成多数） 

○土地改良事業の施行について　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →　可決（全員賛成） 

　　基盤整備促進事業（福岡地区）の実施に伴う議案の上程 

○専決処分の報告について（能美市一般会計補正予算（第１号））　　 →　可決（全員賛成） 

　　衆議院議員選挙に伴う選挙実施経費の補正予算であり、緊急を要するため、議会開催前に

　補正予算を行ない、議会に事後承諾を受けるために提出されたもの。 

 

請願の審議結果 
○義務教育費国庫負担制度の堅持を求めることについて　　　　　　　 →　不採択 

○「最低賃金の引き上げを求める意見書」採択についての請願　          →　採　択 

○「非核・平和都市宣言」の採択を求める請願　　　　　　　　　　　 →　採　択 

 

意見書の審議結果 
○非核三原則の法制化を求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　 →　原案否決 

○最低賃金の引き上げを求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　 →　原案可決 

○障害者自立支援法案に関する意見書　　　　　　　　　　　　　　　 →　原案可決 

　決算以外の上程事項として、主に補正予算と市内施設の指定管理者制度実施の
ための条例改正の議案が上程されました。 

主な上程議案 
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一 般 質 問  

高
齢
者
施
設
の
補

助
に
つ
い
て

高
齢
者
施
設
は
地
域
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
補
助

を

市
長
答
弁

そ
れ
ぞ
れ
設
立
の
背

景
、
設
立
団
体
、
設
立
の

経
緯
に
は
大
き
な
違
い
が

あ
り
、
補
助
の
問
題
も
、

今
後
の
運
営
状
況
、
利
用

実
情
、
関
連
法
の
執
行
状

況
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
有
効
か
つ
適
切
な
時

点
で
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し

た
補
助
の
あ
り
方
を
検
討

し
た
い
。仮

称
（
手
取
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
）
の
現

況
は

大
型
Ｓ
Ｃ
の
計
画
が
新

聞
記
事
で
開
発
業
者
が
一

方
的
に
発
表
し
て
い
る
が

行
政
側
の
情
報
が
知
り
た

い
。

市
長
答
弁

三
月
上
旬
、
県
農
政
局

の
事
情
聴
取
に
対
し
、
市

長
選
を
通
じ
賛
否
両
論
の

手
厳
し
い
世
論
が
あ
り
、

ま
た
事
業
計
画
の
詳
細
な

内
容
を
承
知
し
て
い
な
い

こ
と
、
能
美
市
の
一
体
性

を
促
進
す
る
上
か
ら
も
諸

情
勢
を
慎
重
に
見
極
め
る

こ
と
が
肝
要
と
の
観
点
か

ら
「
現
時
点
で
は
慎
重
に

対
応
し
て
い
き
た
い
」
と

返
答
。
開
発
業
者
に
、
本

件
は
合
併
協
議
事
項
と
し

て
一
切
引
き
継
ぎ
を
し
て

い
な
い
の
で
旧
辰
口
町
と

の
間
で
の
事
前
確
認
事
項

に
つ
い
て
は
能
美
市
と
し

て
継
承
で
き
な
い
。
経
済

波
及
効
果
を
力
説
さ
れ
る

が
、
道
路
・
交
通
・
環
境

問
題
等
は
納
得
で
き
る
返

答
が
な
い
。
地
権
者
に
、

農
振
除
外
手
続
き
は
極
め

て
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
道

路
・
交
通
・
環
境
問
題
等

が
懸
念
さ
れ
る
。
能
美
市

は
、
こ
の
開
発
計
画
に
は

一
切
関
与
し
て
い
な
い
こ

と
、
今
後
地
権
者
の
対
応

は
全
て
自
己
責
任
・
自
己

決
定
で
対
応
す
る
こ
と
、

こ
れ
ら
を
再
々
申
し
入
れ

て
あ
る
。

豊
島
　
和
男
議
員

QAQ

A

血
液
サ
ラ
サ
ラ
度

住
民
健
康
診
断

健
康
へ
の
近
道
は
、
自

分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

食
生
活
や
環
境
を
見
直
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
話
題
の
サ

ラ
サ
ラ
血
液
。
本
当
に
目

指
す
な
ら
、
一
度
は
自
分

の
目
で
確
か
め
た
方
が
い

い
の
で
す
。

健
康
診
断
す
る
市
民
が

自
分
の
血
液
の
動
き
や
様

子
を
観
察
し
て
健
康
管
理

を
意
識
気
づ
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
自
己
の
健

康
管
理
の
関
心
を
高
め
る

有
効
な
健
康
診
断
メ
ニ
ュ

ー
と
な
る
の
で
あ
る
。
今

後
、
住
民
健
診
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
新
た
に
導
入
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
か
。

民
生
部
長
答
弁

最
近
血
液
サ
ラ
サ
ラ
度

を
目
で
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
る
装
置
が
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
赤
血
球
の
流
れ
る
様

子
や
白
血
球
や
血
小
板
が

目
で
観
察
で
き
る
も
の
で

す
。
機
械
の
中
で
の
血
液

の
状
況
を
一
応
把
握
で
き

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

当
面
は
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
等
で
一
定
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
も
あ
り
、
機
会

が
あ
れ
ば
試
験
的
に
使
用

し
、
そ
の
意
見
や
効
果
等

ふ
ま
え
た
中
で
、
今
後
の

検
討
と
さ
せ
て
下
さ
い
。

ペ
ッ
ト
（
犬
、
猫
）

の
適
正
飼
育

ペ
ッ
ト
の
散
歩
の
さ
い

に
糞
の
処
理
袋
を
携
帯
し

て
外
出
す
る
こ
と
や
、
の

ら
猫
に
餌
を
与
え
る
こ
と

を
禁
ず
る
法
律
を
作
っ
て

ほ
し
い
。
住
民
通
報
で
一

ヶ
月
に
三
回
以
上
こ
れ
ら

の
条
例
違
反
者
は
、
罰
則

規
定
が
適
用
さ
れ
る
法
律

の
整
備
を
お
願
い
し
た

い
。ま

た
、
捨
て
犬
や
捨
て

猫
を
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
ペ
ッ
ト
の
去
勢
手
術

は
、
石
川
県
の
条
例
で
、

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
能
美
市
の
上

乗
せ
助
成
を
で
き
な
い

か
。

環
境
安
全
部
長

答
弁

条
例
は
、
「
能
美
市
廃

棄
物
の
減
量
化
及
び
適
正

処
理
等
に
関
す
る
条
例
」

ま
た
、
「
石
川
県
犬
の
危

害
防
止
条
例
」
で
規
定
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
い
ず

れ
も
罰
則
は
な
く
、
市
民

の
義
務
と
し
て
の
訓
示
的

な
規
定
に
止
ま
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
の
機
会
を
通
し
て
、
ペ

ッ
ト
の
適
正
飼
育
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。

不
妊
・
去
勢
手
術
助
成

は
、
県
の
制
度
の
周
知
ま

で
に
し
て
お
き
た
い
。

南
山
　
修
一
議
員

Q

AQ

A
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中
山
間
地
活
性
化

と
里
山
保
全
策
実

現
を
急
げ

能
美
市
の
中
山
間
地
・

里
山
に
お
け
る
農
地
山
林

の
荒
廃
化
や
後
継
者
不
足

等
の
深
刻
な
問
題
に
対

し
、
そ
の
抜
本
的
な
独
自

策
や
里
山
保
全
条
例
の
制

定
等
も
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長
答
弁

里
山
振
興
の
課
題
を
研

究
、
討
議
す
る
た
め
、

「
能
美
市
里
山
振
興
協
議

会
」
を
近
い
内
に
立
ち
上

げ
、
独
自
の
振
興
策
を
練

っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

過
日
、
里
山
活
性
化
の
活

動
を
実
際
に
担
っ
て
い
る

15
団
体
と
地
元
町
会
長
が

集
ま
っ
て
「
里
山
振
興
会

議
」
を
開
催
し
、
地
元
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
面
は
、

こ
の
二
つ
の
組
織
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
有
意
義
な
ア
イ

デ
ア
や
意
見
を
出
し
て
独

自
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
来
春
に
は
、
「
里
山

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。
更
に
、

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
を
含
め
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。

能
美
市
を
き
れ
い

に
す
る
条
例

旧
辰
口
町
に
お
い
て
、

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

条
例
」
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
目
的
趣
旨
を
能
美
市
全

域
に
徹
底
化
す
る
た
め
、

新
た
に
条
例
化
す
る
こ
と

で
市
民
意
識
を
啓
発
し
た

ら
ど
う
か
。

市
長
答
弁

「
地
域
が
き
れ
い
に
な

れ
ば
不
法
投
棄
が
減
り
、

ま
ち
の
魅
力
向
上
と
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
」
こ
と

は
、
指
摘
の
と
お
り
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
合
併
協

議
の
中
で
「
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
条
例
」
と
「
廃

棄
物
条
例
」
を
一
本
化
し
、

新
た
に
「
能
美
市
廃
棄
物

の
減
量
及
び
適
正
処
理
等

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、

悪
質
行
為
者
へ
の
罰
則
適

用
は
困
難
な
こ
と
も
多

く
、
当
面
は
マ
ナ
ー
向
上

に
つ
い
て
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

北
村
　
國
博
議
員

QA

QA

重
点
個
所
の
歩
道

整
備
を

通
学
道
路
に
指
定
さ
れ

て
い
る
小
・
中
学
校
及
び

保
育
園
周
辺
道
路
、
交
通

安
全
上
車
道
と
歩
道
を
分

離
帯
に
よ
り
分
け
る
等
の

整
備
が
必
要
で
あ
り
、
今

後
の
整
備
計
画
を
問
う
。

市
長
答
弁

歩
道
整
備
に
つ
い
て
は

Ｈ
14
年
に
創
設
さ
れ
た
国

の
補
助
事
業
で
、
通
学
路
、

通
園
路
、
中
心
市
街
地
等

を
優
先
に
整
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

高
齢
者
に
や
さ
し

い
歩
道
整
備
を

高
齢
者
が
一
番
利
用
さ

れ
る
市
内
の
お
医
者
さ
ん

や
薬
局
等
の
周
辺
道
路
に

対
し
歩
道
整
備
を
実
施
せ

よ
。

市
長
答
弁

高
齢
者
が
利
用
す
る
福

祉
施
設
等
を
優
先
に
整
備

を
進
め
て
お
り
、
地
元
町

内
会
と
十
分
調
整
を
図
り

な
が
ら
理
解
と
協
力
を
得

て
、
今
後
効
率
的
計
画
的

に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
に
対
す
る

固
定
資
産
税
標
準

額
に
緩
和
を

高
齢
者
世
帯
は
年
々
増

加
し
、
資
産
あ
っ
て
も
現

金
収
入
が
な
く
、
わ
ず
か

な
年
金
で
は
固
定
資
産
税

も
払
え
な
い
。
そ
の
よ
う

な
世
帯
に
、
能
美
市
独
自

の
条
例
に
よ
り
税
の
緩
和

は
で
き
な
い
か
。

市
長
答
弁

税
は
国
が
定
め
る
基
準

に
よ
り
決
定
さ
れ
て
お

り
、
市
独
自
の
条
例
緩
和

は
不
可
能
で
あ
る
。
納
税

が
難
し
い
方
に
つ
い
て

は
、
減
免
措
置
で
対
応
す

る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
。

白
川
　
寛
議
員

QAQ

AQA

能
美
市
介
護
ビ
ジ

ョ
ン
の
確
立
を

十
年
後
に
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
と
高

齢
者
夫
婦
世
帯
が
五
世
帯

に
一
世
帯
、
四
人
に
一
人

が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
。

老
人
保
健
施
設
に
入
所

出
来
ず
に
入
所
待
ち
に
な

っ
て
い
る
実
態
や
今
後
の

要
支
援
、
要
介
護
者
の
急

激
な
増
加
に
対
し
、
将
来

に
わ
た
る
能
美
市
介
護
ビ

ジ
ョ
ン
を
早
期
に
策
定

し
、
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
つ

く
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な

い
。地

域
も
巻
き
込
ん
で
、

高
齢
者
を
訪
問
す
る
制
度

や
市
民
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、

能
美
市
独
自
事
業
も
必
要

で
あ
る
。

施
設
を
増
設
す
る
の

か
、
在
宅
介
護
を
充
実
す

る
の
か
な
ど
、
今
回
の
制

度
改
正
か
ら
将
来
を
踏
ま

え
た
中
で
、
介
護
保
険
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。市

長
答
弁

高
齢
者
に
介
護
の
必
要

性
が
出
た
場
合
、
住
み
な

れ
た
地
域
や
環
境
の
中

で
、
可
能
な
限
り
居
宅
に

お
い
て
日
常
生
活
が
出
来

る
よ
う
生
活
支
援
体
制
の

充
実
と
高
齢
者
が
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
、
認
知
症

対
応
や
介
護
予
防
の
推
進

体
制
を
充
実
し
て
い
き
た

い
。多

く
の
方
々
の
知
恵
を

い
た
だ
き
、
介
護
予
防
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
、
運
動
教

室
、
寝
た
き
り
予
防
講
演

会
や
二
級
ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
座
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
介
護
保
険
事
業
計
画
を

進
め
て
い
き
た
い
。

老
人
介
護
施
設
の
拡
充

等
は
、
現
段
階
で
は
、
明

確
に
出
せ
な
い
が
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
そ
っ
て
対
応
し

た
い
。

小
手
川
正
明
議
員

Q

A

保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

病
気
の
児
童
等
を
働
く

保
護
者
に
代
わ
っ
て
看
て

い
く
病
児
・
病
後
児
保
育

の
実
施
に
つ
い
て
ど
う
思

っ
て
い
る
の
か
。

市
長
答
弁

市
の
財
政
状
況
等
か

ら
、
た
だ
ち
に
実
施
は
難

し
い
が
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

正
規
の
保
育
士
に

つ
い
て

公
立
保
育
園
の
保
育
士

中
34
％
が
臨
時
や
パ
ー
ト

で
は
十
分
な
保
育
体
制
が

取
れ
な
い
の
で
、
正
規
の

保
育
士
を
増
員
す
べ
き
で

な
い
か
。

市
長
答
弁

能
美
市
の
人
員
計
画
か

ら
も
、
急
激
な
増
員
は
難

し
い
。
可
能
な
範
囲
で
実

情
に
適
し
た
対
応
策
を
と

り
た
い
。食

育
の
推
進
に
つ

い
て

学
校
給
食
の
中
に
、
地

元
農
家
が
作
っ
た
野
菜
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
。市

長
答
弁

品
質
の
均
一
性
や
価
格

の
問
題
な
ど
か
ら
農
家
か

ら
の
直
接
購
入
は
難
し

い
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て

た
く
さ
ん
の
子
供
を
一

室
で
ま
と
め
て
保
育
す
る

の
は
、
よ
く
な
い
の
で
は

な
い
か
。

ま
た
、
指
導
員
に
つ
い

て
も
雇
用
形
態
を
明
確
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
答
弁

一
部
過
剰
な
箇
所
に
つ

い
て
は
、
今
後
改
善
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
指
導

員
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
パ
ー
ト
で
お
願
い

し
た
い
。自

給
自
足
の
能
美

市
づ
く
り
に
つ
い

て

日
本
の
食
料
自
給
率
を

さ
ら
に
上
げ
る
た
め
、
市

と
し
て
農
業
政
策
の
実
施

を
求
め
る
。

市
長
答
弁

市
単
独
事
業
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
行

っ
て
い
る
。

山
口
　
　
子
議
員

QA

QAQ A

Q

QA A
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ア
メ
シ
ロ
大
発
生

の
対
策
は

市
内
全
域
で
「
ア
メ
シ

ロ
」
が
異
常
に
大
発
生
し

蔓
延
し
た
。

市
と
し
て
、
異
常
発
生

の
原
因
を
ど
う
把
握
し
、

分
析
し
て
い
る
の
か
。
一

斉
駆
除
の
時
期
と
方
法
な

ど
専
門
家
と
共
同
で
研
究

し
、
対
策
を
講
じ
た
の
か
。

市
長
答
弁

少
雨
温
暖
気
候
が
原
因

と
思
わ
れ
る
。

町
会
で
薬
剤
散
布
を
し

て
い
た
だ
い
た
が
、
散
布

時
期
を
は
ず
し
た
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。
次
シ
ー
ズ
ン

で
は
散
布
機
も
増
や
し
た

い
。

防
災
体
制
の
整
備

で
き
て
い
る
か

市
民
の
命
と
財
産
を
ま

も
る
こ
と
は
、
自
治
体
の

重
要
な
責
務
で
あ
る
。

防
災
対
策
と
体
制
を
記

載
し
た
防
災
地
図
を
策
定

し
配
布
を
求
め
る
。

ま
た
、
災
害
弱
者
の
救

済
を
迅
速
に
お
こ
な
え
る

よ
う
、
援
助
担
当
者
も
配

置
し
た
地
図
の
作
成
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
策

定
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
答
弁

市
に
お
い
て
は
、
地
域

防
災
計
画
を
県
と
協
議
中

で
あ
り
、
防
災
地
図
を
策

定
し
配
布
し
た
い
。

く
る
く
る
工
房
の

活
性
化
を

根
上
の
く
る
く
る
工
房

は
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
の
技

術
を
生
か
し
た
生
き
が
い

づ
く
り
で
あ
り
、
粗
大
ゴ

ミ
減
量
と
市
民
生
活
支
援

で
も
あ
る
、
く
る
く
る
工

房
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
、
第
二

工
房
設
置
も
検
討
す
べ
き

だ
。

市
長
答
弁

く
る
く
る
工
房
は
、
粗

大
ゴ
ミ
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
に
有
意
義
な
施
設
で
あ

る
。安

価
で
い
い
品
物
を
修

繕
し
、
再
使
用
を
促
進
し
、

ゴ
ミ
ゼ
ロ
に
つ
な
げ
て
い

る
。
さ
ら
に
く
る
く
る
工

房
を
Ｐ
Ｒ
し
、
継
続
さ
せ

た
い
。
第
二
工
房
設
置
は
、

修
繕
、
販
売
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
る
が
、
検
討
す
る
。

上
田
　
忠
議
員

QA

QAQ

A

大
増
税
か
ら
市
民

の
生
活
を
ま
も
れ

来
年
６
月
か
ら
、
65
才

以
上
の
高
齢
者
に
お
け

る
、
老
年
者
控
除
廃
止
と
、

年
金
控
除
縮
小
に
よ
る
住

民
税
へ
の
影
響
は
。

市
長
答
弁

老
年
者
控
除
（
48
万
円
）

の
対
象
者
は
８
１
９
４

人
。
そ
の
う
ち
約
２
割
・

１
７
３
０
人
に
影
響
が
で

る
。
市
民
税
は
、
年
金
控

除
縮
小
と
あ
わ
せ
て
、
約

２
０
０
０
万
円
の
負
担

増
。
新
た
に
１
２
７
４
人

に
課
税
さ
れ
、
約
８
０
０

万
円
の
負
担
と
な
る
。

増
税
に
と
も
な
う
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
影
響

福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
は
ど
う
か
。

市
長
答
弁

65
才
以
上
の
医
療
費
助

成
で
は
、
約
25
％
に
あ
た

る
１
４
５
７
人
が
助
成
対

象
か
ら
は
ず
れ
る
。

高
額
医
療
費
・
高
額
療

養
費
の
負
担
が
増
え
る
人

は
、
２
０
１
人
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
28
人
の
う
ち
６

人
が
有
料
と
な
る
。

緊
急
通
報
装
置
で
は
、

１
１
４
人
中
、
13
人
が
利

用
料
の
引
き
上
げ
と
な
る
。

市
民
の
救
済
措
置

を

救
済
措
置
を
考
え
よ
。

市
長
答
弁

低
所
得
者
に
対
し
て
、

本
人
・
世
帯
の
収
入
や
状

況
を
利
用
者
負
担
な
ど
ふ

ま
え
、
市
独
自
の
支
援
体
制

が
と
れ
な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
の

減
免
制
度
を

介
護
保
険
制
度
の
改
悪

に
よ
る
負
担
は
、
大
き
す

ぎ
る
。
高
齢
者
や
介
護
者

の
精
神
的
・
経
済
的
負
担

軽
減
策
を
講
ず
べ
き
。

市
長
答
弁

居
住
費
・
食
費
の
負
担

が
、
低
所
得
者
の
方
に
と

っ
て
過
重
な
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。

介
護
保
険
料
の
引

き
上
げ
に
つ
い
て

来
年
４
月
の
介
護
保
険

料
の
見
直
し
は
、
こ
れ
以

上
引
き
上
げ
す
べ
き
で
な

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
答
弁

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
加

に
よ
り
、
基
金
の
貸
し
付
け

を
受
け
て
お
り
、
保
険
料
の

値
上
げ
は
避
け
ら
れ
な
い
。

近
藤
　
啓
子
議
員

QAQ

A

Q

AQ

AQA

下
清
水
地
区
に
計

画
さ
れ
て
い
る
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
動
向
に
つ

い
て

大
規
模
商
業
施
設
の
進

出
は
、
真
の
地
域
活
性
策

に
な
り
う
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。市

長
答
弁

自
主
財
源
確
保
の
長
所

も
あ
る
が
、
商
店
街
が
壊

滅
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
崩
壊
し
、
町
づ
く
り

計
画
自
体
が
破
綻
す
る
先

進
地
事
例
も
あ
り
、
功
罪

相
半
ば
す
る
も
の
が
あ
る

の
で
、
慎
重
に
対
処
し
た

い
。

土
地
開
発
公
社
所

有
の
土
地
に
つ
い

て

計
画
予
定
地
の
一
部
に

土
地
開
発
公
社
所
有
の
土

地
が
含
ま
れ
て
い
る
が
開

発
業
者
に
賃
貸
で
き
る
の

か
。

市
長
答
弁

市
と
し
て
は
、
こ
の
開

発
計
画
に
は
一
切
関
与
し

て
い
な
い
。

関
係
団
体
と
の
協

議
状
況
は

県
農
政
当
局
、
北
陸
農

政
局
と
の
事
前
協
議
の
取

り
組
み
状
況
は
。

市
長
答
弁

協
議
は
現
在
休
止
状
態

で
あ
り
、
農
振
除
外
手
続

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
慎

重
に
対
応
し
た
い
。

当
該
地
区
の
土
地

利
用
に
つ
い
て

当
該
予
定
地
を
新
市
の

工
業
地
帯
と
し
て
整
備

し
、
特
色
あ
る
地
域
に
し

て
は
ど
う
か
。

市
長
答
弁

一
考
に
価
す
る
。
地
元

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学

院
大
学
を
核
と
し
た
産
学

官
の
連
携
を
活
か
し
た

「
新
市
産
業
振
興
ゾ
ー
ン
」

と
し
て
議
会
、
地
権
者
、

関
係
者
と
十
分
に
協
議
検

討
し
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
方
向
づ
け
し
、
取

り
ま
と
め
た
い
。

開
道
　
昌
信
議
員

QA

QAQAQ

A

川
北
大
橋
の
早
期

無
料
化
を

岩
内
地
区
で
の
地
域
懇

談
会
で
、
川
北
大
橋
の
無

料
化
推
進
を
総
合
計
画
に

盛
り
込
め
な
い
か
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

加
賀
産
業
道
路
は
、

野
々
市
町
や
金
沢
市
へ
物

資
や
人
を
運
ぶ
交
通
の
要

衝
で
あ
り
、
そ
の
要
衝
の

途
中
に
料
金
所
が
あ
る

と
、
迂
回
の
た
め
に
数
ｋｍ

余
計
に
車
を
走
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

近
年
地
球
温
暖
化
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

中
、
す
こ
し
で
も
車
か
ら

排
出
さ
れ
る
ＣＯ２
（
二
酸
化

炭
素
）
を
減
ら
し
、
環
境

を
守
る
こ
と
が
行
政
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

市
長
答
弁

県
当
局
に
は
、
こ
れ
ま

で
も
無
料
化
の
陳
情
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
建
設

事
業
費
の
償
還
期
限
ま
で

は
無
料
化
で
き
な
い
と
の

厳
し
い
返
事
し
か
返
っ
て

こ
な
い
。
し
か
し
、
市
と

し
て
一
日
で
も
早
く
無
料

化
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

居
村
　
清
二
議
員

Q

A

くるくる工房

川北大橋
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生
涯
現
役
社
会
を

目
指
せ

高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
働
く
機
会
が
制
限

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
意

欲
と
能
力
が
あ
る
限
り
働

く
こ
と
の
出
来
る
社
会
が

必
要
。
生
涯
現
役
社
会
へ

民
間
企
業
へ
の
雇
用
の
推

進
を
せ
よ
。

市
長
答
弁

今
秋
、
専
門
機
関
と
の

協
調
の
も
と
雇
用
対
策
連

絡
会
を
立
ち
上
げ
る
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
指
導
で
将

来
的
に
は
就
労
紹
介
所
を

開
設
し
、
高
齢
者
雇
用
対

策
の
一
助
と
な
る
よ
う
に

努
力
す
る
。

足
湯
を
設
置
せ
よ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
健
康
の
た
め
、
温
泉
を

利
用
し
た
無
料
の
足
湯
を

設
置
せ
よ
。

市
長
答
弁

辰
口
地
区
の
中
心
街
活

性
化
事
業
計
画
の
中
で
の

温
泉
施
設
に
お
い
て
設
置

を
検
討
し
た
い
。

長
寿
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
確
立

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長

寿
社
会
へ
、
災
害
時
の
避

難
、
除
雪
、
ゴ
ミ
出
し
等

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立

せ
よ
。

市
長
答
弁

地
域
一
体
の
支
援
体
制

に
努
め
る
。

青
山
　
利
明
議
員

QA

QAQA

「
長
期
生
活
支
援

資
金
制
度
」
を
能

美
市
独
自
で
施
策

せ
よ
。

高
齢
者
が
家
や
土
地
が

あ
り
年
金
だ
け
で
は
生
活

費
が
足
り
な
い
。
老
後
は

不
安
で
あ
る
。
そ
ん
な
方

に
土
地
を
担
保
に
貸
す

「
長
期
生
活
支
援
資
金
制

度
」
が
あ
る
が
、
一
部
の

人
し
か
対
象
に
な
り
得

ず
、
市
独
自
の
施
策
を
考

え
よ
。

市
長
答
弁

今
の
時
点
で
、
市
に
要

望
が
な
い
の
で
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

育
児
休
業
支
援
策

を
せ
よ

少
子
化
対
策
と
し
て
、
母

親
が
仕
事
を
休
業
し
て
も

安
心
し
て
育
児
に
専
念
で

き
る
「
育
児
休
業
支
援
策
」

を
つ
く
れ
。

市
長
答
弁

子
育
て
支
援
策
と
し
て

医
療
費
の
無
料
化
・
ひ
よ

っ
子
ク
ラ
ブ
・
第
三
子
育

児
支
援
金
等
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
先
進
事
例
を

調
査
し
た
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

市
で
立
ち
あ
げ
よ
。

子
供
を
休
日
や
祭
日
に

一
時
あ
ず
け
た
い
。
一
晩

あ
ず
け
た
い
。
等
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
主
体
に
し
た

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
市
で
立
ち

あ
げ
よ
。市

長
答
弁

今
後
必
要
な
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。

角
地
　
耕
三
議
員

QAQ

AQ

A

○能美市一般会計予算（所管事項） →　原案承認（賛成多数）

市内公共施設のアスベスト調査等に伴う補正予算

○能美市基金条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　　→　原案承認（賛成多数）

能美市まちづくり振興基金を新たに設置するための改正

○能美市補正予算の専決処分　　　　　　　　　　　　　　　　　→　原案承認（全員一致）

先の衆議院議員選挙実施に伴う補正予算の承認

○「最低賃金の引き上げを求める意見書」採択についての請願　　→　原案承認（全員一致）

○「非核・平和都市宣言」の採択を求める請願　　　　　　　　　→　原案承認（賛成多数）

○非核・平和能美市宣言の採択を求める陳情　　　　　　　　　→　みなし採択（賛成多数）

○政府に対する非核三原則の法制化を求める意見書採択の陳情　→　みなし採択（賛成多数）

総　　務
常任委員会

▲総務常任委員会風景

委員会活動 

NOMI CITY

委員会付託案件　7件

補正予算に上げられているアスベスト委
託料とは、アスベスト撤去にかかる費用
なのか。
今回はアスベスト調査にかかる費用であ
る。
調査費用として770万円は大きすぎな
いか。
今回調査対象は最大で60ヶ所を予定し
ており、最大の数で補正予算を要求して
いる。
アスベスト調査は含有量1％から5％の
範囲内で行うのか。
国及び県からの指導に基づき、1％以上
で行う。
調査費に対し国等の補助は出ないのか。

委員会における質疑応答

●Q

●A

●Q

●A

●Q

●A

●Q

調査費については、補助金は聞いていない。
業者委託した場合いつごろ結果がわかる
のか。
現在調査依頼が殺到しているため、10
月一杯を目ざしているが、期限明示は難
しい。
大学院大学の周辺に建設する予定のリフ
レッシュ施設とはどのようなものか。
テニスコートや体育館をイメージしての
計画です。
法人町民税の還付金は何社に還付されて
いるか。
数は約30社です。
国民健康保険料滞納者の情報提供について。
必要最小限の情報について提供したい。

●A
●Q

●A

●Q

●A

●Q

●A
●Q
●A

寿保育園



13 能美市議会だより　第4号 12第4号　能美市議会だより 

○平成17年度能美市一般会計補正予算（所管事項） →　原案承認（全員一致）
労　働　費　雇用対策事業
商　工　費　根上商工福祉会館管理委託料　寺井商店街活性化推進事業費　
工業振興費　石川ブランド優秀製品報償金
観　光　費　九谷陶芸村モニュメント補修　三大まつり検討委員会設置と委託費等
土　木　費　下清水出口線道路改良事業
公　園　費　泉台地区の冒険の森遊具の整備と管理委託費

○平成17年度能美市公共下水道事業特別会計補正予算　　　　　→　原案承認（全員一致）
消費税を歳入・歳出に追加　

○平成17年度水道事業会計補正予算　　　　　　　　　　　　　→　原案承認（全員一致）
下水道工事に伴い配水管布旋及び改良工事

○土地改良事業の施工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →　原案承認（全員一致）
福岡地区基盤整備促進事業

産業建設
常任委員会

▲産業建設常任委員会現地視察（粟生地内）

委員会活動 

NOMI CITY

委員会付託案件　4件

寺井商店街の地域通貨は。
加盟店舗の商品価格の2～3％分に地域
通貨を使用できる。
下清水出口線の公有財産購入は。
道路側溝用地と、田（三角地）の一部を
公共用に購入。
福岡地区の土地改良事業の施工に関して
圃場整備事業は完了しているのか。
30年程以前に完了したが、水路の経年
劣化が発生。
辰口中心街活性化事業の用地交渉の進捗
状況は
地権者の御理解や協力が一部で得られて
いない。
その対応は。

委員会における質疑応答

●Q
●A

●Q
●A

●Q

●A

●Q

●A

●Q

最大限の努力はするが早急に次善策の検
討の素案を作る。

●A

○平成17年度能美市一般会計補正予算（所管事項） →　原案承認（賛成多数）

社会保険事務所の要請により、滞納者に対応するための情報の共有化を図るための電

算システムの整備に伴う補正予算

○平成17年度能美市介護保険特別会計補正予算　　　　　　　　 →　原案承認（賛成多数）

○能美市ふれあいプラザ条例の一部を改正する条例　　　　　　　→　原案承認（全員一致）

指定管理者制度導入のための条例改正

○能美市介護老人保健施設条例の一部を改正する条例　　　　　　→　原案承認（賛成多数）

介護保険制度改正に伴う条例改正

○能美市老人福祉センター条例の一部を改正する条例　　　　　　→　原案承認（全員賛成）

開館日、開館時間を既定に定め、併せて指定管理者制度導入をするための条例改正

民　　生
常任委員会

▲民生常任委員会風景

委員会活動 

NOMI CITY

委員会付託案件　5件

指定管理者制度の導入時期は。
現在検討中。12月議会に対象施設を報
告予定。
消防士へのアスベスト対応について。
調査してみます。
敬老会の実施方針について。
旧3町の方式を統一したので、不評もあ
るかもしれない。対象者は75歳以上と
なっている。
いのししによる被害への対応について。
いのししによる水稲被害は108ａで、
捕獲数は11頭。捕獲したいのししの処
分は、捕獲者に一任している。

委員会における質疑応答

●Q
●A

●Q
●A
●Q
●A

●Q
●A
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議
会
運
営
委
員
会

●
視
察
日

７
月
20
日
・
21
日

●
視
察
先

滋
賀
県
高
島
市
議
会

●
視
察
の
目
的

議
会
運
営
に
つ
い
て

●
視
察
の
内
容

「
高
島
市
議
会
の
申
し
合

わ
せ
事
項
」
は
q
会
派
の

構
成
人
員
は
２
人
以
上
と

し
、
正
副
議
長
お
よ
び
会

派
の
代
表
者
１
人
に
よ
る

会
派
幹
事
会
を
設
置
。
w

常
任
・
特
別
委
員
会
お
よ

び
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
は
会
派
幹
事
会
で
選
考

し
、
本
会
議
に
諮
っ
て
指

名
。
議
会
運
営
委
員
会
は

副
議
長
、
各
常
任
委
員
長

お
よ
び
各
会
派
を
代
表
す

る
10
人
以
内
と
す
る
。
e

一
般
質
問
は
、
質
問
要
旨

を
文
書
で
も
っ
て
通
告

な
ど
先
進
的
な
事
業
手

法
を
検
討
す
る
と
の
答

え
で
あ
っ
た
。

庁
舎
建
設
は
、
合
併

前
の
法
定
協
で
新
庁
舎

建
設
を
位
置
づ
け
る
旨
、

「
前
期
の
中
で
検
討
す

る
。」
と
の
確
約
。
ま
た
、

具
体
的
施
策
と
し
て
、

前
期
計
画
（
平
成
20
年
）

に
１
億
円
、
後
期
計
画

30
億
円
を
予
定
し
て
い

る
。
な
ど
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
の
位
置
づ

け
を
巡
っ
て
課
題
が
多

く
、
住
民
の
意
見
を
尊

重
し
慎
重
に
進
め
た
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
類

似
点
が
多
い
能
美
市
に

お
い
て
も
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く
の
か
、

期
待
と
不
安
を
抱
き
な

が
ら
視
察
を
終
え
た
。

食
、
海
岸
環
境
保
全
管

理
等
の
陳
情
に
酒
井
市

長
、
吉
田
県
議
、
杉
田

議
長
、
同
席
の
も
と
、

要
望
書
を
手
渡
し
す
る
。

昨
年
の
福
井
豪
雨
（
Ｈ

16
・
７
、
８
月
）
足あ

す

羽わ

川
災
害
時
の
排
水
機
場

や
樋
門
の
効
果
等
現
地

視
察
及
び
当
時
の
気
象

状
況
、
堤
防
状
態
の
説

明
を
受
け
る
。
当
日
は

過
去
に
記
録
し
た
事
の

な
い
雨
量
に
よ
る
一
日

２
８
５
ｍ
、
一
時
間
87

ｍ
と
い
っ
た
大
量
の
集

中
豪
雨
災
害
で
、
決
壊

で
な
く
河
川
能
力
以
上

の
水
量
に
よ
る
災
害
と

説
明
を
受
け
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、

人
対
自
然
の
力
く
ら
べ

と
い
う
印
象
を
持
ち
、

研
修
を
終
え
る
。

●
視
察
日

８
月
22
日
・
23
日

●
視
察
場
所

一
、
国
交
省
北
陸
地
方

整
備
局
金
沢
河
川
国
道

事
務
所

一
、
石
川
県
庁
（
土
木

課
）

一
、
南
加
賀
土
木
総
合

事
務
所

一
、
福
井
県
荒
川
排
水

機
場
及
江
端
川
第
二
排

水
機
場

一
級
河
川
　
西
川
（
旧

根
上
町
）
の
治
水
対
策

集
中
豪
雨
時
に
は
手
取

川
の
水
位
が
上
昇
し
西

川
か
ら
の
自
然
排
水
不

能
と
な
る
。
治
水
対
策

の
前
提
条
件
と
な
る
樋

門
ま
た
は
水
門
の
設
置

に
よ
り
強
制
排
水
施
設

の
早
期
実
現
と
海
岸
侵

西
川
流
域
・
海
岸

対
策
特
別
委
員
会

●
視
察
日

７
月
12
日
・
13
日

●
視
察
場
所

長
野
県
千
曲
市

●
視
察
の
目
的

新
庁
舎
建
設
を
検
討
す

る
た
め

●
視
察
の
内
容

分
庁
方
式
で
の
対
応
、

ま
た
、
千
曲
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
及
び
新
庁
舎

建
設
の
計
画
は
あ
る
の

か
。
の
問
い
に
、
職
員

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、「
住
民

と
行
政
の
協
働
の
仕
組
」

を
構
築
し
、
真
の
住
民

自
治
を
推
進
し
た
い
。

今
後
行
う
施
策
、
事
務

事
業
に
つ
い
て
は
、
民

間
資
金
の
活
用
に
よ
る

社
会
資
本
整
備（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）

統
合
庁
舎
検
討

特
別
委
員
会
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し
、
質
問
方
式
は
一
括
質

問
一
括
答
弁
と
す
る
。
質

問
時
間
は
１
人
40
分
以
内

と
し
、
質
問
回
数
は
３
回

ま
で
。
r
代
表
質
問
に
つ

い
て
は
、
一
般
質
問
に
準

ず
る
。
た
だ
し
一
会
派
30

分
に
会
派
人
数
に
５
分
加

算
し
、
60
分
を
限
度
と
す

る
。
本
会
議
に
お
け
る
質

疑
は
、
一
括
質
疑
一
括
答

弁
方
式
と
し
自
席
で
、
討

論
は
演
壇
で
行
う
。
t
各

委
員
会
の
傍
聴
は
委
員
長

が
可
否
を
決
定
す
る
が
、

全
協
は
非
公
開
を
原
則
と

す
る
。
政
務
調
査
費
は
、

１
人
年
間
24
万
円
で
あ

る
。議

会
運
営
に
つ
い
て

は
、
会
派
幹
事
会
で
協
議

調
整
し
て
い
る
た
め
ス
ム

ー
ズ
な
議
会
運
営
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

能
美
市
議
会
の
運
営
に

お
い
て
は
、
こ
の
研
修
を

参
考
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

視
察
報
告

○義務教育費国庫負担制度の堅持を求めること（請願） →　原案承認（賛成多数）

○能美市一般会計補正予算（所管事項） →　原案承認（全員一致）

辰口中学校吹奏楽部の全日本吹奏楽コンクール出場に対する助成等に対する補正予算

○能美市コミュニティ施設条例の一部を改正する条例　　　　　　→　原案承認（全員一致）

○能美市働く婦人の家条例の一部を改正する条例　　　　　　　　→　原案承認（全員一致）

指定管理者に施設管理を設置できるようにするための条例の変更

教　　育
常任委員会

▲教育常任委員会現地視察（粟生小学校）

委員会活動 

NOMI CITY

委員会付託案件　4件

部活動の位置づけについて。
体力づくり、精神面、生徒指導上なくて
はならない重要な位置にある。
こども神輿の購入費とは。
財源は、全額宝くじからの補助金と地元
負担金であり、一般財源からの支出はな
い。
食物アレルギーの実態について。
小学校では2.2％、中学校では2.6％。
アレルギーの児童に対しての対応は、給
食メニューを事前に保護者に渡してお
り、アレルギー対象食品を除去した弁当
を持参してもらう。
指定管理者を地元地区に指定できないの
か。

委員会における質疑応答

●Q
●A

●Q
●A

●Q
●A

●Q

国庫等から補助金を受けているので、慎
重に検討する必要がある。
世界的に見て日本の児童の学力が低下し
ているが、その対策は。
智徳体のうち、『徳』をベースにしたい。
『徳』がベースになれば、実証として
『智』が伸びている。また、英語特区な
どもあるが、現場では混乱がある。能美
市では、学校教育課を設けており、先生
方の研修にも力を入れている。
業者に対し、議員政治倫理条例の周知徹
底と下請け業者に対する考え方は。
議員政治倫理条例ができた以上は、法の
趣旨にのっとって、今後とも執行部は趣
旨に沿った対応をしたい。

●A

●Q

●A

●Q

●A



16第4号　能美市議会だより 

討論 
反 対  

編 

集 後 

記 

能美市議会だよりは環境に優しい100％再生紙 
及び大豆油インキを使用しています。 

能
美
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
国
民

年
金
保
険
料
滞
納
者
に
対

し
、
強
制
執
行
を
取
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
容
認
で

き
な
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
収

納
率
が
悪
い
の
は
、
年
金

削
減
や
医
療
費
負
担
の
引

き
上
げ
な
ど
の
国
民
生
活

破
壊
政
策
に
よ
る
不
安
が

大
き
く
募
っ
て
い
る
こ
と

が
原
因
で
あ
り
、
悪
質
滞

納
者
を
口
実
と
し
た
強
制

執
行
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

ま
た
、
能
美
市
ま
ち
づ

く
り
基
金
２
１
億
３，

０

０
０
万
円
に
つ
い
て
も
、

土
地
開
発
公
社
を
経
由
す

る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
を

通
さ
ず
資
金
運
用
で
き
る

も
の
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
容
認
で
き
な
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
及
び
、
介
護
保
険

に
係
る
条
例
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
利
用
者
の

負
担
増
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
市
と
し
て
と
る
べ
き

方
策
は
、
法
改
正
に
よ
る

負
担
増
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
人

や
不
安
を
抱
え
る
人
に
対

し
て
の
救
済
措
置
を
条
例

に
盛
り
込
む
こ
と
で
あ

り
、
負
担
増
を
推
進
す
る

こ
と
で
な
い
。

『
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
請
願
）』

は
、
６
月
定
例
会
に
も
提

出
さ
れ
、
同
議
会
で
『
地

方
六
団
体
改
革
案
の
早
期

実
現
に
関
す
る
意
見
書
』

が
採
択
さ
れ
た
た
め
、
請

願
の
取
り
消
し
が
行
わ
れ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

６
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
、
提
出
を
取
り
消
し
た

請
願
と
ま
っ
た
く
同
じ
も

の
を
こ
の
９
月
定
例
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
る
理
由

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

議
会
は
、
良
識
と
整
合
性

が
あ
っ
て
こ
そ
、
市
民
の

付
託
に
こ
た
え
る
も
の
と

信
じ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ

が
６
月
定
例
会
に
取
っ
た

上
田
　
忠
議
員

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
戴
い
た

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
。
「
広
報
誌
の
み
だ

よ
り
は
、
市
民
と
議
会
と

の
情
報
の
架
け
橋
」
で
あ

り
、
今
後
と
も
、
そ
の
目

的
使
命
を
逸
す
る
こ
と
な

く
、
新
し
い
委
員
会
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
。

（
北
村
國
博
）

●
広
報
特
別
委
員
会
●

委

員

長

辰
巳
　
　
弥

副
委
員
長

小
手
川
正
明

委
　
　
員

金
森
　
修
栄

東
　
　
正
幸

西
田
　
良
治

上
田
　
　
忠

角
地
　
耕
三

豊
島
　
和
男

北
野
　
　
哲

北
村
　
國
博

石
田
　
翔
湖
　

行
動
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の

請
願
を
採
択
す
る
に
足
る

整
合
性
が
な
い
た
め
、
本

案
に
つ
い
て
反
対
す
る
も

の
で
あ
る
。

※
『
地
方
六
団
体
改
革
案

の
早
期
実
現
に
関
す
る
意

見
書
』
は
、
現
在
国
庫
で

負
担
し
て
い
る
義
務
教
育

費
そ
の
他
の
経
費
に
つ
い

て
、
財
源
相
当
分
を
国
か

ら
地
方
自
治
体
に
税
源
移

譲
を
行
い
、
地
方
自
治
体

が
主
体
と
な
っ
て
運
営
を

行
う
こ
と
を
記
し
た
意
見

書
。

本
号
が
議
員
特
例
で
任

期
を
全
う
し
た
47
名
の
議

員
に
よ
る
最
後
の
市
議
会

だ
よ
り
に
な
る
。

こ
の
間
、
市
民
の
皆
様

に
議
会
活
動
を
分
か
り
易

く
、
見
易
く
伝
え
る
こ
と

を
い
つ
も
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
一
方
で
は
無
駄
を

省
き
、
限
ら
れ
た
予
算
と

ペ
ー
ジ
数
の
中
で
い
か
に

効
率
良
く
、
「
見
て
も
ら

う
た
め
の
議
会
だ
よ
り
」

を
作
る
か
と
い
う
こ
と
の

難
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
。
ま
だ
ま
だ
広
報
誌
と

し
て
合
格
点
を
得
ら
れ
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ど

う
か
寛
大
な
理
解
と
ご
容

赦
を
戴
き
た
い
。

振
り
返
れ
ば
、
文
字
の

大
き
さ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、

写
真
選
定
、
校
正
な
ど
11

名
の
編
集
委
員
が
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
誌

面
作
り
に
励
ん
だ
こ
と

が
、
感
概
深
く
思
え
る
。

同
時
に
編
集
委
員
の
拙
さ

野
村
　
大
仙
議
員


